
1年次生（2024年度生）対象
教職課程の履修に関する説明会

【今出川校地】

7月5日（金）16:40～18:10

【京田辺校地】

7月5日（金）16:40～18:10
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本日の内容
教職課程とは

教員免許状取得までの流れ
◦ 教職課程登録

◦ 教職課程履修カルテ

◦ 介護等体験

◦ 麻疹の免疫の有無確認

◦ 教育実習

◦ スクールインターンシップ

◦ 学習支援ボランティア

◦ 採用試験

2教科目の免許取得

小学校課程の免許取得

情報の確認・相談
・免許資格課程センター事務室

最後に
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参考資料

2024年度免許・資格関係履修要項
教員免許取得までの諸手続きと
年次別履修科目
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教職課程について
小学校，中学校，高等学校の先生になるには
◦ 教育職員免許状を取得し，教員採用試験に合格する

教職課程とは
◦ 教育職員免許状を取得するための課程

教育職員免許状の取得には
◦ 所属学部・学科で定められた卒業に必要な単位の他，教職課程で必要な単
位の修得が必要

履修要項 p.8-9

《重要》
• 免許状取得には，教職に就きたいという明確な意
志と熱意をもって取り組むこと

• 教職課程の履修を希望する以上は，必要な努力を
惜しまないこと
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免許状取得に必要な単位について

2024年度免許・資格関係履修要項 2024年度各学部の履修要項

各学部・学科で取得できる免許状につ
いて，必要となる単位とその履修方法
を確認する

各科目を何年次に履修するか（配当年
次），卒業必要単位に入るかなどを確
認する

→→

（例：文学部）
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教員免許状取得までの流れ
配布資料「教員免許取得までの諸手続きと年次別履修科目」
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教職課程登録について
教職課程仮登録（未登録の場合のみ）
◦ DUET内

◦ 9月登録変更期間

教職課程本登録
◦ 3月下旬

◦ 課程登録説明会への出席

◦ 課程登録料の納入
◦ 30,000円

◦ 課程登録（本登録）
◦ DUET内（一般登録期間）
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教職課程登録について
教職課程本登録
◦ 教職課程登録・履修カルテの説明会への出席

◦ 対象者 全員

2025年3月下旬に開催予定

※詳細は，後日掲示

《重要》
教職課程の履修を進めるにあたって必要な手続きを
行う大切な説明会。この説明会に出席し，本登録の
手続きを取らなければ， 教職課程の履修に支障をき
たすので，必ず出席すること。
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教職課程履修カルテとは

◦ 教職課程全体の履修や活動の記録

◦ 4年次に「教職実践演習（中・
高）」で必要
◦ 担当教員が各学生の教職課程全体を通し
ての学習内容課題を把握

履修要項 p.26-27

教職課程履修カルテについて
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教職課程履修カルテについて

具体的な記入方法
◦ 1年次末の本登録の説明会で説明

教職課程本登録後から記入

履修要項 p.26-27

《重要》
振り返って記入するこ
とも必要であるため、
気がついた点等は随時
メモを取っておくこと。
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介護等体験について
対象者
◦ 中学校・小学校免許取得希望者

◦ 2023年度体験者：298名

期間
◦ 特別支援学校 2日間

◦ 社会福祉施設 5日間

体験時期
◦ 3年次

介護等体験事前指導（2回）

説明会
◦ 2年次9月下旬

◦ 介護等体験申込手続き

履修要項 p.25-26
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介護等体験について
介護等体験に行くための条件

◦ 「特別ニーズ教育論」を前年度末（通常2年次末）までに履修

《重要》

• 「特別ニーズ教育論」は1年次から履修が可能

• 小学校免許もしくは中学校免許の取得を希望してい
る場合は，早めに履修しておくこと

履修要項 p.25-26
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麻疹の免疫の有無確認について

麻疹に対する免疫を有することの証明書類の提出

対象者
◦ 全員

◦ 「介護等体験」や「教育実習」に
参加するために必要

麻疹の免疫の有無確認
に関する説明会

◦ 2年次9月下旬
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教育実習について
対象者・期間
◦ 中学校免許取得希望：3週間

◦ 高校免許のみ取得希望：2週間

◦ 2023年度実習者数：278人

教育実習事前指導（3回）

説明会
◦ 2年次3月下旬

実習校の確保

「依頼条件」と「履修条件」

履修要項p.19-24
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教育実習について
依頼条件とは
◦ 実習校に教育実習の依頼をするための条件

◦ 教育実習を実習校に依頼する前年度末（通常2年次終了時）までに満たす必
要がある

条件

◦ 指定された科目の中から3科目6単位以上の修得
◦ 教職概論

◦ 教育原理 1年次から履修可能

◦ 発達と学習の心理学

◦ 人権教育論

◦ 実習予定教科の教科教育法

◦ その他の条件

履修要項p.20-22

《重要》

これらの科目は1年次から計
画的に履修を進めること



15

教育実習について
履修条件とは
◦ 教育実習に行くための条件

◦ 教育実習を登録する前年度末（通常3年次終了時）までに満たす必要がある

条件
◦ 必修科目・選択必修科目の中から、指定された科目を含めて「教育の基礎
的理解に関する科目」等の8科目16単位を修得

◦ その他の条件

（注）条件は入学年度や学科，教育実習を行う教科によって異なる

《重要》「依頼条件」「履修条件」を満たさなければ，4年間での
免許取得は不可能なので，計画的に履修を進めること
条件は入学年度・学科・実習教科によって異なるので注意

履修要項 p.20-22
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教育実習について
教育実習の受入れが困難な状況にある免許
◦ 高一種免（公民）

◦ 高一種免（商業）

◦ 高一種免（情報）

◦ 高一種免（福祉）

なるべく他の教科と合わせて取得する

実習校が見つからない場合，教育実習ができず，免許が取得できない

1教科のみ取得予定の場合，必ず免許資格課程センター事務室に相談
すること

履修要項 p.20-22
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スクールインターンシップについて

スクールインターンシップとは
◦ 学校・教育現場での行事・事務・
授業補佐・課外活動などの実務
全般を経験

◦ 正課科目として単位認定される

説明会
◦ 説明会に参加する

◦ 3月下旬に開催予定

※詳細は，後日掲示

◦ 出願し，面接を受ける（選考あり）

履修要項 p. 29
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対象者
◦ 教職課程に本登録を行い，希望者のうち面接により選考された者

期間
◦ 短期連続モデル：10日以上かつ合計60時間以上

◦ 長期モデル： 週1回10週以上かつ60時間以上

週2回5週以上かつ60時間以上

事前指導・事後指導

時期
◦ 通常は2年次から

履修要項 p.29

《重要》

「教職概論」が前年度末（通常1年次末）
までに修得済みであること

スクールインターンシップについて
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学習支援ボランティアについて

学習支援ボランティアとは
◦ 児童生徒への個に応じたきめ細かな支援を行い，学力の充実・向上を図る
ために，授業や放課後に学習支援，体験活動・クラブ活動等の支援，補充
学習支援等を行う

学生支援センター（ボランティア支援室）
◦ 学生支援センターが窓口となり，京都市教育委員会・京都府山城教育局・
京田辺市教育委員会と調整

◦ ＨＰ：https://www.doshisha.ac.jp/student_life/s_support/volunteer.html

免許資格課程センター事務室
◦ 依頼のあったものについて掲示板等に掲示

《重要》教職に就く意志があるならば，積極的に学習支援
ボランティアに参加することが望ましい
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採用試験について
教員採用試験対策支援

履修要項 p.31-32

※ 教員採用試験のスケジュールは早期化の方針を受け，変更される可能性があります。
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教員養成サポート室の活用

場所
◦ 今出川校地：博遠館1階

◦ 京田辺校地：成心館1階

アドバイザーが在室
◦ 公立の中学校・高等学校の元校長の助言

◦ 在室日・在室時間は掲示板・HPを確認

様々な対策講座

相談への対応
◦ 採用試験に関すること

◦ 教職に関する進路相談

◦ 教育実習に関すること

教科書・指導書等設置

履修要項 p.30-31
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センター教員のオフィスアワー

免許資格課程センター所属教員
◦ https://license.doshisha.ac.jp/outline/staff.html

教員のオフィスアワー
◦ 免許資格課程センター

掲示板およびHPに掲載
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1年次で登録できる教職科目

A欄
◦ 「スポーツ・パフォーマンス1」

◦ 「スポーツ・健康の科学Ａ」「スポーツ・健康の科学Ｂ」

◦ 各学部に設置されている「日本国憲法」・「外国語コミュニケーション」・
「情報機器の操作」としての科目（配当年次が2年次生以上の科目もある）

B欄
◦ 「教職概論」・「教育原理」・「人権教育論」・「発達と学習の心理学」

◦ これらの科目の履修は教育実習の依頼・履修条件科目

B欄
◦ 「特別ニーズ教育論」

◦ この科目の履修は介護等体験を行うための条件科目

他にも各学部・学科により登録できる科目があるため，所属学部の履修
要項を確認すること

履修要項 p.16-18
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所属学部・学科では取得できない
免許を取りたい場合

「2教科目」の免許を取得する

◦ 所属学部・学科でとれる免許を取得することが前提

「2教科目」履修は許可制

◦ 許可を得られるのは3年次生から

「2教科目」履修の申請は2年次3月に受付

◦ 掲示板・HPで確認すること

「2教科目」履修には条件がある

◦ 条件の詳細は掲示で確認すること

◦ 相当余力のある学生のみ許可される

《重要》

「2教科目」は卒業までに
取得できることを前提とし
ていない。



25

小学校教諭の免許を取りたい場合

神戸親和大学および佛教大学との提携プログラム

◦ 原則2年次からの3年間をかけて履修

◦ 別途費用：約50万円程度

◦ 1年次12月頃に説明会（詳細は掲示板・HPに掲示）

◦ 説明会に参加した学生を対象に受付・選考

《重要》

同志社大学での教職課程の単位に加えて，
他大学の単位を修得しなければならず，
相当な努力と時間を要する

履修要項 p.32～33
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情報の確認
免許資格課程センターの掲示板

◦ 今出川校地：良心館1階 今出川キャンパス教務センター横

◦ 京田辺校地：知真館2号館202番教室横

*掲示板のみに掲示する情報も有り

免許資格課程センターのホームページ
◦ https://license.doshisha.ac.jp/

《重要》
重要な説明会や必要な手続き等が多くあるため，
掲示板・HPの確認を怠らないこと

履修要項 p.2
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最後に
履修要項の確認

◦ 所属学部・学科の該当ページだけではなく，教職課程に関する基礎事項
（7～33ページ）も熟読すること

留学・休学等を考えている場合

◦ 条件科目の履修や各種手続きに支障をきたす場合があるため，必ず事前に
免許資格課程センター事務室に相談すること

教職課程を履修する心構え

◦ 何のために免許状を取得するのかよく考え，教職に対する明確な意志と目
的・熱意をもって取り組むこと


